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	社会福祉法人はぐるまの会��はぐるま工房の農業の紹介
	はぐるまの会は、養護学校を卒業した青年・成人期の知的に障がいをもつ仲間たち（利用者さん）が、�力いっぱい働くための作業所と�生まれ育った地域でずっと暮らしていくための�ケアホームを運営している社会福祉法人です。�今年で創立２６年を迎えます。（1985年
	２つの縫製品作業所でのフキンやエプロン�作りと喫茶店事業のようす
	　はぐるま工房の生活
	はぐるまのめざす方向
	はぐるま工房に農作業が必要となった理由
	麻生区片平で野菜づくりをはじめてから１０年の月日が流れ、農作業の位置付けに変化がありました。�　　　　　　　　　　　　　�当初の目的は、障害の重い方の為の情緒安定の場�（園芸療法としての農作業の役割）�　　　　　　　　　　　　　↓�障害の重さに関係なく
	福祉施設の農作業を通し、地域へ�貢献できる活動を模索しています
	生ごみ肥料の実力
	生ごみ肥料で作った夏野菜たち
	生ごみ肥料のおかげで収穫できる作物が大幅に増えました！（今年の夏野菜は、大豊作でした）
	今年度より、川崎市経済局農業振興センターから新しい福祉農業モデル事業として、麻生区早野地区で�ハーブ栽培を開始しました。10月よりハーブ見本園に「生ごみ肥料」を活用し地域へのアピールをしていく予定です。（早野聖地公園入口看板のある畑です）
	福祉施設だからこそできる活動�都市部での「農環境」づくりを目標とする
	本日は、誠にありがとうございました。�社会福祉法人はぐるまの会　はぐるま工房�麻生区片平1848－5

